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都教委は卒業式などでの「君が代」斉唱時に

不起立・不伴奏だった教員に対して、減給・

停職など全国でも突出した処分を課しています。

国旗国歌法成立時〔1999年〕、小渕首相は「国

旗国家法を強制しない」と約束し、また東京地

裁では「強制は違憲とする判決（01・9・21判決）

が出ています。にもかかわらず、都教委は、強制

・処分を繰り返しています。東京都の教員・根津公子さんと河原井純子さんには、処分が累積された結果、2007年3月の卒業式でそれぞれ停職6ヶ月、3ヶ月の処分　　　　　　　　　　　　

が出されています。二人は今年の卒業式で

も不起立を決意しており、もし処分が累積　

されると、根津さんには免職処分が、河原　

井さんには停職6ヶ月の処分が危惧されま

す。　生徒の歌わなくてもよい自由、保護

の歌わなくてもよい自由、教員の歌わなく

てもよい自由をまもり、そして何よりも学　

校から脅しと処分をなくすために、あなた

の力を貸してください。

　（マンガ・壱花花）

　2008年3月2日の朝日新聞に掲載した意見広告より一部抜粋


…………………………

　全国から駆けつけてくださったみなさん、本当にありがとうございました。参加された皆さんが実感されたように、都教委は、ますます「問答無用」の姿勢を強めています。参加された方々の声をお聞きください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局

「心の自由」を失うな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2008・3・10　　宮内　貴美子

今日の学校教育の現場は危機的状況にあるようだ。具体的には校長の求める君が代の起立斉唱に応じないものは排除されるし、教師の着衣にまで干渉が及んでいる。

「解雇させない会」では抗議行動の一環として、署名運動や宣伝ビラの配布などを通じて市民にこの危機感の共有を求めてきた。ワンデーアクションの会場（都庁前の歩道）には、ビラを受け取って読んだり、立ち止まってパフォーマンスを眺めたり、呼びかけを無視して通り過ぎたり、さまざまな庶民の顔がある。どの人も多分日々の暮らしを堅実に生きようと大都会で汗を流し、自分が直面する問題にしか関心を払わないように見える。たとえ抗議行動を「頑張っているな」と感じても、あくまで一過性の非日常的な光景として忘れられる可能性を含んでいる。それは、マスメディアから連日垂れ流される大量の情報に麻痺してしまったせいかも知れないが、すでに「心の自由」が失われようとしていることに人々はまだ気付いていない。

いったい、私はここにいて何かの役にたっているのだろうか？　という疑問が頭の中をよぎる。ワンデーアクションに参加して3回目の今日、自分は環の中にいるつもりでここにいるが、活動が日常化するほど踏み込んでいない、目の前を通り過ぎる人々と殆ど変わらない自分でもある。街行く人々は、誰しも世の中が自分にとって居心地の良い場所であって欲しいと望むけれども、果たしてそこは「心の自由」が在る場所かどうかなんて考えたこともないかも知れない。まして、「心の自由」を抹殺されかけている教育の現場なんて、想像外の場所であるに違いない。

社会運動はイデオロギー中心に考えられがちだが、「君が代・日の丸」問題は完全に、その構図からはみだして私達の前に立ちはだかっている。この現実を庶民の日常にどのように結び付けることが出来るか。子供たちが何処に向かって流されようとしているかを親たちの心に響く言葉で伝えることが出来るか。それが、今緊急の大きな課題だと思う。今は、この問題を単に教育現場での悲壮な闘いと位置付けるのではなく、「心の自由」を失わされるような世の中はいやだ！　という社会全体の大きなうねりにして行けるように、大いに知恵を絞るべきではないだろうか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

……ひとつひとつのいとおしい命に対して、天皇だけを賛美する

＜君が代＞を強制するこの暴力をしみじみ許せないと思う。……

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　清水れい子

　３月１０日都庁前のワンデイアクションに参加した。心配された雨も雷も吹っ飛んで、前日より気温は低かったのになんだか胸が熱くなるような集まりだった。ひとりひとりの発言や歌のフレーズが優しくて、力強くて、それらの言葉が生きているみたいに心に飛び込んでくるような感じだった。

　子育て世代の＜虹のたね＞さん達は同じマンションに住むひとたちが不起立処分のことを知り、無関心でいることを問い返し、その思いを他の人たちと共有したいと考えて、根津さんの公開授業を計画し、そのときの参加者のひとりが３月９日付けの朝日新聞、声の欄に投稿したのだそうだ。メッセージを書いた風船を持って一緒に参加してくれた小さな子どもたちを見ながら、希望がだんだん膨らんでくるような気がした。

　参加者250人中でたぶん最高齢の益永さんは大分から８時間もかけて駆けつけて、要請行動では最前列に立ち、警備員の人間バリケードの後ろに隠れるように立っている都教委の職員たちを叱りつけてくれた。体験談では、戦地から生きて還った兵隊たちが、自分の経験を家族にも話せないで苦しんでいたというのが重く残った。

　ある若者は、特攻隊賛美の石原の映画は＜君のために死ぬ＞と言っているけれど、死ぬのは一体誰なのか！石原でも彼の息子でもなく、おれ達じゃないのか！と言っていた。本当にその通りだと思う。石原のやり方は暴力的で対話がない、あるのはだれにもNO！と言わせない力ずくの施政ばかりだ。

　石原銀行とも呼ばれる新銀行東京が開業三年で1000億円以上の累積赤字を抱え、根拠のない400億円という更なる増資をめぐって石原は説明責任を果せずに議会がもめているではないか。これは根津さんを処分しようとして、その理由を問いただしてもなにも説明できない都教委と同じではないか！しかも処分を決定する審議会のメンバーに要請文も質問書も手渡されていないなんて、審議そのものが疑わしい。

　２時からの要請行動も、窓口の教育情報課黒田氏の対応には誠意のかけらもなかった。目には見えないが、これは暴力だと感じた。北海道、九州、大阪、兵庫、三重などから詰め掛けた１００人もの人たちの要請文や質問、２９０００筆もの署名を、宛先の教育長、教育委員長に届けないであろうと平然と答えた。所管課に渡し適正に処理します、とこんな言葉を繰り返すばかり。たくさんの要請文のどれもが心のこもった切々たる内容だった。これらを踏みにじるというのか。中でも私の心情にぴったり来たのが柳澤さんの文で、思わずコピーを頂いてしまった。若い彼の素直な怒りがその要請文ににじみ出ていて、私の言いたいことを代弁してもらったみたいに嬉しかった。彼女もこの恫喝的な処分そのものが暴力であると指摘している。それもこれも宛先まで届かないなんて都教委の機能はそれでいいのか。

　パワフルウーマンズブルースの＜私のサイコロ私がふるよ！＞のフレーズには思わず、そうそう、と身体が反応して弾んできたし、＜今、小学校を卒業していくあなたへ＞を聞いていると、頼りない小さい命に向き合っていた毎日を思い出してやっぱり涙がでてしまう。そしてこんな一つ一つのいとおしい命に対して、天皇だけを賛美する＜君が代＞を強制するこの暴力をしみじみ許せないと思う。

　物言う先生が追い出されたら、そういう先生がいなくなる。学校はみんなのものだから、と心配する若者たち。学校に都教委が乗り込んで、命令で管理、支配しようとすれば、いちばんの被害者は子どもたちなんだ。

　意見広告を見て駆けつけてくれた若者がいたり、通りすがりの人がカンパを寄せてくれたり、チラシを配っていると戻ってきて、頑張って！と声をかけてくれた人もいた。１１日から根津さんは毎日４時半から都庁に行くと聞いた。私もできることをやろう、あとで後悔しないためにも。

 

３月１０日　都庁前ワンデーアクションに参加して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　虹の種　の皆さん
★「とにかく私達、保護者や地域の大人としての声を届けよう」と思い、メッセージを集めた模造紙、風船、カードなどを急いで準備し、参加したものの、風が強かったり、子どもがいたりでうまく掲示できずにいたところ、多くの方がガムテープなど備品をかしてくださったり、貼る場所を提供してくださったりして助けてくださいました。本当にありがとうございました。私は、根津先生のことは、約半年前までは新聞記事でみる遠い存在でしたし、処分に同情しつつも自分には関係ない問題だと思っていました。しかし、実際にお会いしてお話したり、この問題について考える機会をもつうちに、これはすごく身近な社会問題だと気づきました。そしてこのような状況にまでなってしまったのは、自分を含め社会の無関心によるところが大きいと思い、本当に申し訳なく思っています。
今回でワンデーアクションに参加したのは３回目です。１，２回目は「頑張っている先生を応援したい」という気持ちでただただその場に居たかんじです。でも、今回は、親として都民として、処分に対して思うこと、学校や教育に望むことを都庁の人々に伝えなければいけないという思い、この問題は社会全体で考えなければいけない問題なんだという気持ちで参加しました。誰かを応援するためでなく、自分たちの問題として地域でもより多くの人と考える機会をもちたいと思っています。
★当日は寒く少しの時間（１時間半ぐらい）でも体は冷えきりました。早朝、冷たい雨のふる時 間からいた根津先生や支援の方々は本当に大変だったと思います。でも先生はリレートークの 最後の話の時に、「みなさんの熱気で全然寒くないです！」とおっしゃっていました。（まずい僕は寒いんだけど・・・）と思いつつ、頭が下がりました。
先生とは最後に少しお話ができました。昼間、我が家の子供たちがお世話になったことのお礼を言うと、『虹のたねの人には本当にいつもあたたかい気持ちにさせてもらっているのよ。』 と言って頂きました。先生の厳しい状況の中でちょっとでもホッとできるような時間を提供で きているのかと思うと嬉しく思いました。そして朝日新聞の投書のことも喜んでいらっしゃい ました。
今回思ったのは、やはりまだまだ一般の都民や保護者が少ないなあということでした。（一般 の都民や保護者の定義はあいまいですが。）もう少し都庁や都教委員に対して、『わたしたち 都民や保護者が、不当な処分や今の教育行政に怒っているんだー！』ということをアピールし たいなあと感じました。そのためには一般の都民や保護者たちが都庁前や卒業式 で行動し態度を示すこともとても大切ではないかと思います。（今回初めて参加したのでえら そうなことは言えませんが。）それと大変な状況（精神的にも肉体的にも）の根津先生の少しでも支えになるようにみんなの力が必要ではないかとも感じました。
というわけで、私もこれから３月２４日までの都庁での行動や卒業式にも出来るかぎり参加したいと思います。１人が多くの時間を割くのは難しいかもしれませんが、残された少ない時間 、入れ代わり立ち代りみんなで根津先生の力になれたらいいなぁと思います。
★今の教育制度や教育現場に漠然とした不安や不満をもっているひとりの親ですが、こどもたちが４月からその学校に通い始めようとしています。私のように’何か違う’と学校に感じながらも、様々な情報やスピード社会の中流されてしまったり、悩んでいる母なり親は多いのではないかと思います。先生も一生懸命だし良い先生も中にはいる、といいつつも先生や学校に学力をつけて欲しい、道徳心がどうとか様々なニーズを押し付けているようにも思えます。（私は現状をあまりにも知りませんでした・・・。）こどもは良く見て、よく感じています。私もそこから多くのことを教えてもらって育っています。そのこどもたちに私たち大人は、いまの社会ややっていることを誇りをもってみせられるとまでいかなくても正直に伝えられることができるのだろうか？と要請行動でのやりとりをみてそんな事を思い、他人事ではないことを改めて実感しました。自分のこどものために・・・という前に私たち親がまず自分で考えることそして、先生だけが矢面に立つのではなく、わたしたち親なり地域の大人が一歩ずつ動いていかなければ現状はかわっていかないこともわかってきました。そんなことを思いながら今後も自分で考えることを大事に、根津先生を支えていきたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2008年3月10日

東京都教育委員会　教育長　中村正彦　様

　　　　　　　教育委員長　木村　孟　様

　　　　　　　　　　　　　河原井さん根津さんらの「君が代」解雇をさせない会

　　　　　　　　　　　　　　　　　要　請　書

　また、2007年度の卒業式の季節がやってまいりました。歴史に学び、日々の教育活動を民主的に行なおうとしている教職員にとっては、苦しく、心痛い卒業式の季節です。

　そして、河原井さんや、根津さんにとっては、「解雇」を覚悟しながら臨む卒業式でもあります。

３０余年を東京都の教員として、精一杯勤めてきた教育活動に別れを告げなければならない、生徒に伝えたい思いをあきらめなければならない、さびしい覚悟を迫られている二人の胸のうちを、教育庁に働くみなさんは想像できるでしょうか。

　私たち、「「君が代」解雇をさせない会」の会員は皆、根津さんにも、河原井さんにも、こんな時代だからこそ、教育現場に残って欲しいと心から願っています。その気持ちから次のことを要請します。

１、根津公子さん（南大沢学園養護学校在職）を“君が代不起立”による解雇処分にしないこと。

２、河原井純子さん（八王子東養護学校在職）を“君が代不起立”による停職処分にしないこと。

　二人とも、「“君が代”斉唱時に壇上に向いて起立をし、歌うこと」とする2003年に出された10・23通達に沿って出された校長の職務命令に違反したとして地公法３２条違反に問われています。

　教育公務員の内心の自由は、外部的行為になって現れたときには処分してもいいという、非道なものです。教育の現場に立つということは、日々、内心からの吐露をし続けなければ生徒の心をつかむことはできません。だからこそ、教員は、自分の中に蓄えた思想により授業を作っていくのです。マニュアル化したもので、授業は成立するものではありません。１０・２３通達は現場を知らない人の作った非道なものと言わざるを得ません。

　その上、毎年行なわれる卒業式・入学式で不起立を繰り返したとして、累積加重処分が出され、この３月末には“クビにされる”かもしれない事態になっています。

　こんな事態は東京都だけです。しかも、「命がけで憲法を破る」と公言してはばからない石原都知事誕生以後に起こっている事態です。

　二人は、処分を出してまで教員に“起立せよ”と迫る都教委の方針は、教育の場への“日の丸・君が代”の強制・押し付けだとして“不起立”を貫いています。

　実際、高校生が不起立をすれば、「厳正な卒業式が乱された」として、担任の教員が厳重注意を受け、小学生が不起立をすれば、生活指導部の教員が親を呼び出し注意をするということも起きています。

　これは、都教委が２００６年３月１３日に出した通達「学習指導要領に基づき適正に生徒を指導すること」によって、「日の丸・君が代」を生徒に強制することを教職員に命じた結果、起こっていることです。

　“君が代”を歌いたい人もいれば、歌いたくない人もいるのです。学校（教育の場）というのは、それを保障していく場所であるべきではないでしょうか。強制することで教育の自由は壊されていきます。民主的な話し合いの場はなくなり、民主的な話し合いを育成すべき学校は上からの命令に従う場所になっていきます。実際、学校現場は“ものを言えない”“命令に従う”場所になりつつあります。これを私たちは許すわけにはいきません。

　根津さん、河原井さんに新たな処分を出さないでください。

３、質問・・・都教委は、日常勤務中の服装に対してまで出される校長の職務命令を行き過ぎとは思いませんか。「OBJECTION  HINOMARU  KIMIGAYO」と書かれたトレーナー着用は「職務専念義務違反」にあたりますか？行政処分の内容にかかわる質問としてではなく、一般的な都教委の方針としてお答えください。

　２月１日に事情聴取を受けた根津さんは、その場で「当該本人に職務命令かどうかわからない職務命令が職務命令として有効ですか? 」「トレーナー着用がどうして職務専念義務違反になるのですか？」「日々居眠りをしている校長は、職務専念義務違反ではないのですか？」と高橋主任管理主事に質問したところ、質問状を後日出すように言われました。　そこで、根津さんは2月8日に公開質問状を教育情報課に出しましたが、その回答たるや、「ご質問のすべてについて、回答することはできません」というものでした。　当該本人の質問に答えない事情聴取とはなんなのでしょうか。質問に答えないまでも、事情聴取で、当該本人の疑問は、聞き取るのが普通のことではありませんか。それを切り捨てたのでは、事情聴取とは言えません。まだ事情聴取は終わってないことになります。

　その後の経過や、処分案件として教育委員会定例会には提案されたのか、など聞きたいことはたくさんありますが、「行政処分の内容に係わることは回答しない」と言うことなので、一般論として質問にお答えください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

　尚、この要請に対して、教育長ならびに教育委員長が読まれ、その責任の下、書回答してくださるようお願いいたします。
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★★再び普段着の「君が代不起立」の想いを確認する

大学を卒業してすぐ施設労働者（知的障がいの子どもたちの収容施設）となりました。口先だけ格好いいことを言う教員になることがどうしてもできなかったのです。しかし、最後の通園施設が閉園となりました。施設労働者として子どもたちと向き合う時に大切にしていたことを貫く教員として入都することを決意しました。

それは、素朴なメッセージがふたつ。

ひとつは、どんな時にでもお互いに「Ｙｅｓ」「Ｎｏ」をしっかり言い合おう。特におかしいものには、はっきり「Ｎｏ」「いやだ」と言って態度で表明しよう。障がいがあるがゆえに、なかなか「Ｎｏ」と言えない現実がありその結果として加害者や被害者になってしまうことが多々あり、それらを何としても防ぎたいという一念で繰り返し繰り返し伝えてきました。日常生活の場で、ホームルームの時間で、こころとからだの学習・性教育の授業で、社会進路の中で日常化していきました。

もうひとつは、「女らしく生きる」とか「男らしく生きる」ことが重要なのではなくお互いに「自分らしく生きる」ことがどんなことなのかを模索していくことが最も大切なことということでした。

このふたつのメッセージを日常の教育実践・教育活動の根幹として、33年間子どもたちと向き合ってきました。そして、そのことは、

差別しない　差別されない

命令しない　命令されない

強制しない　強制されない

関係の創造への努力とつながっていきました。現在もその途上です。

2003年10・23通達から5回目の卒業式「普段着の不起立」を静かに確認しています。

★★　いまも全国行脚続いています

～若者たちとつながりたい～

1月、2月は「ひろめよう、君が代不起立」「東京の根津さんの君が代解雇絶対阻止」という主旨の集会が、横浜、広島、神奈川、長崎から福岡へと続きました。特に、広島の青年教育労働者の力のこもったアッピールに全身があつくなりました。「意に反して『君が代』時に起立していた時、40秒間ずっと下を向いていて苦しかった。でも、思い切って「不起立」したら、とても清清しく、ぼくは正しいことをしているのだと、心地よかった。この気持ちをみんなに伝えて広げたいと思いました」と、明るい表情で結んだのです。共闘のエネルギーに満ちあふれていました。ここから始まるんだ、ここから始めるんだとかみしめました。

また、私の職場八王子東養護学校では、都教委から強制されている「適正な教育課程を実施するための研修会」がありました。学習指導要領を出し「入学式・卒業式時に起立しなさい」を何度も何度も繰り返す研修会でした。その研修会後、私が教室にいましたらひとりの青年教育労働者がぶらりと入ってきまして「ぼくたちはもう、入都の時から、日の丸・君が代や服装に関してガンガンやられています。よく、仲間と話しているんですが今は「ツメ」を隠しているんです。ずっと、黙ってはいませんよ」このようなわかものたちと出会うと、今、困難な社会・学校であるけれども、変わる、きっと変わると、確信するのです。そうです、決してあきらめずに、わかものたちちとヒューマンチェーンで繰り返し繰り返し「対話」を続けていくことこそ、今、不可欠な事。地味な作業の持続こそ変革への近道です。

★★「君が代解雇阻止」は動き出すことから

3月6日の八王子東養護学校のモーニングアクション時には、13名の都教委が、まるで刑事のような形相で校門に立ちはだかりました。物々しい出迎えです。この件で、学校の空気が動きました。職員会議が議論の場でなくなってからひとつのことで自由闊達に議論することがなくなっていました。都教委のおかしさ、税金の無駄遣い、そんなに都教委は暇なのか、八東祭の大道具係が不足している、大道具係としてくるなら許す、校外学習の付き添いにくるなら許す、などなど。久しぶりに、ひとつのことを話題にそれぞれの想いが表明されました。いろんな教員組合のスローガン「日の丸・君が代の強制に反対します」「教え子を再び戦場に送るな」を上りや旗や横断幕で目にします。しかし、具現化・行動提起がみえません。今、必要なことは、口先・文字だけでなく何かできることから動き出すこと、行動することです。だからこそ、すべてはひとりから始まる。すべてはひとりから始まる。をかみしめながら静かに行動し続けます。変わる、きっと変わる、決しあきらめずに、です。

………………………………………………………………………………………………


「OBJECTION　HINOMARU　 KIMIGAYO」
トレーナー処分の現在

          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　根津公子

標記のロゴの入ったトレーナー着用が職務命令違反、職務専念義務違反だとして校長が服務事故報告を都教委に挙げ、都教委は２月１日、その報告に基づいて私を事情聴取したことを、前号で報告しました。

事情聴取は、処分を前提としたものですから、トレーナー処分は必ずあること。また、この処分は、今月２４日に行われる卒業式での「君が代」斉唱時に私が起立をしないことやその処分を見据えての処分であることは予測できました。

事情聴取で質問をしたら、事情聴取に当たった高橋主任管理主事は「答える立場にない」「後日教育情報課等に質問を」と言うので、その言に従って、２月７日、公開質問状をFAX送信し、翌８日は同質問状を持参し、都教委に回答を求めました。しかし、１２日にあった回答は、「ご質問のすべてについて、回答できません。これが回答です」と、愚弄しきったものでした。

2月１４日（木）の教育委員会定例会の秘密会に私の処分案件も提案されるだろうと踏み、１２日（火）夕刻から3日間、都教委に対し、当該の私個人で、また解雇をさせない会や他の団体、個人で要請行動を行いました。「職務命令の認識が私にはない。それでも職務命令なのか。私はトレーナーを着用しても仕事に全力をあげ、職務に専念している。私のトレーナー着用を職務専念義務違反と言う校長は、日常的に居眠りをしているが、校長のそれは職務専念義務義務違反ではないのか。校長の報告と私の認識が異なっていては、公平・適切な判断はできないはず。だから、まずは、私の公開質問状に回答をしてほしい」と。

13日は、早朝のチラシまき・情宣の後、27階の人事部職員課へ。私や、駆けつけてくださった人たちが、「少なくとも質問に答えてほしい」「事情聴取した高橋主任管理主事に会わせてほしい」と要求しているところに、たまたま嘱託不採用裁判の原告の方々が選考課長に面会を求めてやって来ると、暴力的にも白川人事計画課長は３度の警告を発しました。「ただ今1時5分、3回目の警告。これを聞かなければ警察に通報する」と読み上げ、嘱託不採用裁判原告のMさんと私の名を呼び、「退去命令」を出しました。

私たちはいったん引き上げ、遅い昼食をとり、再び職員課へ。ここで私の目には、前線に配置された金井任用係長が着用していたチョッキの「holiday」と文字が入ってきました。「holidayは職務専念義務違反にはならないんですか」。何度聞いても答えず、係長は翌日以降はそれを着用しなくなりました。

私が「質問への回答をしないままに処分は決められないはずだ。明日の定例会に処分案件を出す前に高橋主任管理主事に会わせてほしい」と要求し続けたことに対し、対応に当たった任用係長と市原服務係長は初めは、「今日は会えない」と言っていましたが、「夜中でも朝でもいい」と言う私に、「高橋主任管理主事は、今日も明日も今後も根津さんとは会いません。これは組織の決定です」と平然と言います。ならばと、回答できる職にある教育長に面会すべく、教育長室のある３０階に行きました。当然のようにそこも厳戒態勢が敷かれており、私たちは人間バリケードを前に、要求をし続けました。　

１４日は早朝チラシまきをし、教育委員会定例会を大勢で傍聴した後、繰り返し繰り返し要請を行いました。「悪いことはしていない。命令に従っただけ」と言った、ユダヤ人大量虐殺の責任者アイヒマンのごとくの動きをする職員たちの一人にでもことばを届かせたい、と思いながら訴え続けました。その中で、私と目の合った松川法務監察課長は、私の提出した公開質問状を「見ていない」と言いました。この課長は、処分を決定する審査会のメンバーなのだから、公開質問状について知らなければならない立場にあるのに、見ていないということがわかりました。事情聴取の際に被聴取者に生じた質問に答えない、審査会のメンバーにその質問状の存在さえ知らせないということは、被聴取者である私について、問答無用、公平性の担保はしないということ、初めに処分の結論ありき、ということです。同課長とは、この質問状が課長に回覧や配布がされたか否かを、２１日に聞きに来ることを確認しました。

１４日の定例会にはトレーナー処分問題は提案されなかったということでした。

21日の定例会に向けて、20、21日と行動。約束してあった法務監察課長の答えは、大勢の護衛の下「見ていません」の一言。そのまま再質問や怒りの声が聞こえないかのように室内に入って行きました。先週は「私をクビにすることに手を貸さないで！」と叫んだ私の訴えに動揺を隠しきれなかった課長でしたが、この日は、完全にアイヒマンになりさがっていました。私と駆けつけてくださった人々は公開質問状への回答と教育長への面会を求め続けました。結局21日の定例会にもかからなかったということです。

次の教育委員会定例会は３月４日。３、４日と行動をしました。

都教委は常に、私たちの行く先々、警備員と若手職員で人間バリケードを築き、「教育長に会わせて下さい」と要求すれば「面会の強要だ」と言い、「警察に通報する」といい、「証拠の保全だ」と言ってビデオテープで録画する、そして、１９時になると、私たちがいるところだけを消灯し、追い出す。そのために大勢の警備員を配置する。都教委に逆らう人間は、教員だけでなく都民でも排除する、異常な対応に終始します。

「開かれた都庁」「開かれた都教委」とは、誰に対して開いているのでしょう？　学校現場には常に「説明責任」を求める都教委ですが、なぜ、自らはそれを拒み続けるのでしょう？　教え子のＴさん言うに、「ぼくたち、非都民かい！」。

この間の行動に参加してくださった人は、延べ500人に上ります。広島、大阪、三重から参加してくださった方や連日参加してくださった方もいます。私一人がどんなに動いてみても、簡単にもみ消されてしまうでしょうが、500人ではそうもできないのでしょう。

２７階や３０階で要求している時に外では一日中、都教委包囲ネットのメンバー及び二手に分かれた私たちの会のメンバーが情宣活動をしてくれていました。話しを聞いてカンパをくださった方が13日も14日もいらしたそうです。このような様子も、見張っている警備員から都教委に報告があがるでしょう。T新聞がいち早く報道をしたことも、都教委には大打撃であったでしょう。たくさんの人が注目し、声にあげることが都の教育行政を変え、教育を私たち都民の手に取り戻すことにつながることを感じる日々です。

職務専念義務違反を報告した居眠り校長、「holiday」のロゴ入りチョッキを着た係長。「この二人は職務専念義務違反ではないのか」と問われたら、都教委は墓穴を掘ることになるでしょう。迂闊に処分発令に持っていけなくなっているはずです。また、今都議会では与党も含め、石原銀行とEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(やゆ),揶揄)される新銀行東京への追加出資と石原都知事の責任逃れ・開き直りの態度に、追及が続いています。（石原を三選させてしまった都民もそろそろ、都民を食い物にしてきただけの石原都知事の虚像に気づいてほしいものです。）私のトレーナー処分も「君が代」不起立処分も、新銀行東京問題も、石原都知事の趣味的発想から起きていること、罷免に追い込みたいと痛切に思います。

３月４日（火）の定例会では当処分案件がかかったのかどうか、未だわかりません。次回の定例会は、卒業式での「君が代」不起立・不伴奏処分を決定する２８日（金）です。ここで不起立処分と抱き合わせでかけるのかどうか、予断は許されません。

３月１１日からは毎夕、「トレーナー処分、不起立処分をするな！」と都庁の前で訴え、人事部を訪問しています。

まったく個人的なことですが、石川中時代の最後の教え子が２人、都庁に駆けつけ、元気をくれました。また、たまたま自動車免許の更新手続きに来た石川中の初期の教え子が、マイクから聞こえてきた「根津公子」ということばに、わけを尋ね、要求行動をしている３０階まで私を訪ねてくれるという、うれしいこともありました。

庁舎で働く方から、プレゼントをいただくこともありました。「なぜ私に？」と聞くと、「がんばっているから」との返事。朝の情宣を見ていてくださったのでしょう。こういう思いを持つ人が都庁の中にかなりいらっしゃるのかもしれません。

毎朝、南大沢学園養護学校の門前で、訴えを書いたボードを持って立ってくださっているEさんとおっしゃる方がいます。初めてお会いした方が、新聞の声欄に、「君が代」解雇への疑問を投書してくださいました。いろいろなところから、手を差し伸べてくださる方々がいらして、私は大きな力を与えられています。

…………………………………………………………………………………………………　

〈「君が代」解雇をさせない意見広告〉掲載しました！

　「君が代解雇をさせない意見広告基金」へのご賛同、誠にありがとうございました。3月1日、2日に「えっ、歌わないとクビ？！」という見出しで、「朝日新聞」に５段（1/3頁）の大きさで意見広告を掲載することができました（掲載部数：約750万部[誤差10万部]）。3月13日現在、延べ2162件の個人と213件の団体から賛同をいただき、現在も賛同は増えつつあります。みなさまのご協力に深く感謝いたします。ご賛同いただいた方には4月上旬に広告のコピーをお送りする予定です。掲載日・掲載地域は以下の通りです。

　▼３月１日（土）

　北海道（＝空知支庁・石狩支庁・胆振支庁［一部］・後志支庁［一部］・上川支庁［一部］のみ）、愛知、岐阜、三重、静岡［一部］。

　▼３月２日（日）

　東京、神奈川、千葉、埼玉、群馬、栃木、茨城、山梨、静岡［一部］、

　大阪、京都、奈良、兵庫、和歌山、滋賀、福井、石川、岡山、鳥取、島根［一部］、広島、山口［一部］、香川、愛媛、高知、徳島、福岡、大分［一部］、佐賀［一部］、熊本［一部］、沖縄。

　残念ながら、全国版に掲載することは、あと一歩のところでかないませんでした。ご賛同頂いたにもかかわらず掲載されなかった地域のみなさまには、心よりお詫び申し上げます。集まった金額、広告の大きさ、掲載部数等で総合的に掲載地域を検討し、判断した結果です。ご了承いただければと存じます。（※次号ニュースレターで、会計等の詳細をご報告いたします。）

　会では早速、ビラ等にカットやマンガを利用しております。ホームページから広告のダウンロードが可能です。みなさんもどうぞご活用ください。（意見広告事務局・吉田）

…………………………………………………………………………………………………　

　




３/５　南大沢養護学校〔根津さん勤務校〕

３/６　八王子東養護学校（河原井さん勤務校）

　ひどい！！

「意見も聞かない・読みもしない」と受け取りを拒否する校長　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　斉藤義子
全国の支援者の皆さんが苦労して集めていただいた署名が25000を超えました。

本当にありがとうございました。その思い届けと　２月２１日に都教委にやっとの事で手渡すことが出来ました。この署名の宛名は都教委だけでなく南大沢と八王子東養護学校のそれぞれの校長でしたので、署名の束はなくとも署名総計２０５１４と書いてある受領印のある表紙のコピーが必要です。都教委との長時間に渡るすったもんだの末やっと手にした受領印付表紙をそれぞれの校長に手渡すべく４０人ほどで学校訪問をしました。

都教委の独断過剰警備か？パトカー・護送車まで

９時半に行く旨を事前に連絡もしました。７時半からのビラまきは出勤してくる職員や地域の住民に向けて「おはようございます。」の挨拶と共に実に清々しく行い、登校してくる子ども達とも笑顔で手を振り交流しておりました。ところが門扉は開いているものの２０～３０人もの都教委腕章族が無表情な顔をぞろぞろっと並べて異様な雰囲気を醸し出していました。子ども達を不安にさせはしないかとの配慮などみじんも感じられません。時間になりましたので代表数人が丁寧にインターホンで来校を告げ、「来校者は受け付け名簿に・・・」のルールに従い受付に行こうとしました。すると突然、腕章もしていない学校職員ではない一人が警備指揮を執り、受付にも行かせず「敷地内にはいるな」と横暴化してきました。「あなたはどなたですか」の問いにも一切答えず命令や脅し（警察を呼ぶ）を繰り返しました。私達は一貫して「校長先生にお目にかかり署名表紙を渡し対話をしたいのだ」とお願いの姿勢で臨みました。副校長に「都教委に私達の訪問を連絡し腕章族を要請したのか？」と聞くと、「あなた達の連絡は承っていますが、都教委に連絡はしていません。」と答えました。「では都教委が要請もなしに勝手にやってきて警備体制を敷いたのか」と聞くと「お答えできません。」と応じました。つまりそういうことなのです。都合の良いときだけ校長に責任をかぶせ、実際は都教委が指示命令していることがここでもはっきりしました。しばらくして「どなた？」さんが引っ込み校長に指示命令したのか戻ってきたらいきなり「警察に通報しました」というのです。校長も、副校長も飛び越えて、都教委（どなた？さんは翌日には都教委の腕章をして登場）がしゃしゃり出て指示しているのです。まずは交番の２人が走ってきました。それから公安やらなにやら続々やってきました。私達は元々ルールに沿い穏便に進めていましたので、署名の趣旨説明を読み上げ表紙を副校長に手渡し門から粛々出てきました。するとパトカー４台、護送車３台、白バイ２台と次々に横着けになりあちらだけで大騒ぎしていました。

読まない・聞かない受け取らない

次の日八王子東養護では都教委の腕章族は半分くらいに減ってはいました。でも門扉が閉じられ、来校者がくるたびに副校長は開けたり閉めたりと無駄な仕事をしていました。

校長の指示ですからと「署名は受け取らない、読まない、意見は聞かないだから会わないし入れない」を何度も繰り返すのみでした。署名を受け取らない等という行為は民主主義の対極にあります。対話とか応答ではなくオームの「繰り返し言葉」を発する副校長の首からは「みんなで考えよう、やって良いこと悪いこと」とかかれたプレートが下がっていたのです。なにかブラックジョークのようでした。

「入れない・伝えないというのであればここから叫ぶしかありません」ということで署名要求項目をシュプレヒコールして表紙は受取証明付で後日郵送することにしました。

　あれだけのやりとりの中表情一つ動かさず壁人間と化した腕章族は相当の訓練を受けていることを感じました。「おかしいと思う指示であっても上からの指示には従うようにと子ども達を操る教員になれ－私達が見本だ！よく見なさい！」と無言でいっているようで恐ろしい姿でした。私達はおかしいことには「ノー」を掲げ何度でも対話を求めて行動することで答えていきたいと思います。

当面のスケジュール

ひとりでも多くの皆さんのお力をお貸しください

事務局

卒業式で職務命令を出させないために　

· ３・１８　河原井さんに職務命令を出すな八王子東養護学校モーニングアクション　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　八王子東養護学校門前　7：30～

· ３・１９　八王子東養護学校高等部卒業式　門前支援
八王子東養護学校門前　　7：30～10：00

　　　　　　　　根津さんに職務命令を出すな　南大沢養護学校モーニングアクション　　　　　
　　　　　　　　　　　南大沢養護学校門前　　　7：30～

· ３・２４　南大沢養護学校卒業式　　　門前支援

南大沢養護学校門前　7：30～10：00





○八王子東養護学校　　ＪＲ中央線　豊田下車　バス




○南大沢養護学校　　京王線　南大沢下車　バス
都教委に処分を出させないために
· ３・２７　28日の定例教育委員会で処分審議をしないよう要請します
· ３・２８　この日の定例教育委員会で処分審議をしないよう要請します
両日とも、場所は新宿の都庁第2庁舎・27階か30階です
· ３・３１　処分が発令されるかもしれません　認められません

処分発令の場所（たぶん水道橋東口の都職員研修センター）

に抗議に来てください

27日からの行動について詳しい場所や時間などは、「させない会」の

ＨＰを参照するか、携帯電話（略）までお願いいたします。

根津さんは連日16時30分から第二庁舎前で情宣を、17時30分から都教委に要請行動をしています。こちらにもご参加ください。





３月１８日（火）　読売新聞の夕刊（東京版）





にも,河原井さん根津さんらの「君が代」解雇をさせない





【意見広告】が載ります








ぜひご覧ください

事務局
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